


ごあいさつ

海洋政策研究所では、わが国の海洋の諸問題への総合的・横断的な取組みに資するこ

とを目指し、毎年『海洋白書』を刊行してきました。

15年前の2004年1月の創刊号では、人間活動が海洋の環境や資源に無視できないほど

大きな影響を与え、私たちの生存基盤を脅かしていることが明らかになってきたことを

踏まえて、私たちが真剣に取り組むべき21世紀の重要な政策課題として持続可能な開発

と海洋の総合的管理を掲げています。当時に示された海洋の問題は、『海洋白書2019』

を刊行する今日も続いており、ますます大きくなっています。地球温暖化は、北極の海

氷減少や気象の極端化、サンゴの白化といった地球規模の問題を引き起こしています。

水産資源の減少や海面水位上昇による島しょ国への影響なども懸念されています。海洋

酸性化やマイクロプラスチックといった新たな問題も加わり、その対策は待ったなしの

状況にあります。

『海洋白書』は、これまでわが国の海洋政策に寄り添うかたちで作成されてきました。

創刊当初は、わが国における海洋政策の必要性を訴え、2007年の海洋基本法の成立によ

り海洋政策の仕組みが整った後は、わが国の海洋政策の応援団として、あるいは提案者

としての役割も果たしてきました。特に提案者としては、国際社会の海洋の動向をわが

国に伝える架け橋として、SDGs やパリ協定などの国際的な取組みを海洋の視点から紹

介し、ますます大きくなる海洋の問題への対応を促してきました。そして、第3期海洋

基本計画が策定された昨年には、初めての英語版となる『―Selections― White Paper on

the Oceans and Ocean Policy in Japan 2018』を刊行しました。今後も英語版をあわ

せて刊行することにより、わが国の優れた取組みを国際社会に発信する双方向の架け橋

となることを、そして国際的な海洋政策の促進に資することを目指していきます。

このような新たな展開を踏まえて、今回の『海洋白書2019』では、創刊から続けてき

たデザインを一新するとともに、初めて巻頭特集を導入することとしました。巻頭特集

は「なぜプラスチックが海の問題なのか」と題し、1930年代から遡った海洋プラスチッ



クの問題の経緯や、近年の国内外の議論や取組みを示しました。この問題は、今年6月

に大阪で開催される G20でも取り上げられ、日本のリーダーシップが期待されています。

G20に先立ち3月6日、G20各国の科学アカデミー代表によるサイエンス20（S20）が、

海洋プラスチックの問題など海洋環境の保全をテーマとした共同声明を、安倍晋三内閣

総理大臣に手交しました。海洋プラスチックの問題を含め、海洋には科学的に解明され

ていない問題が多くあり、科学技術の側面からの取組みも欠かせません。そこで第1章

は、「国連海洋科学の10年」が2021年から始まることも踏まえて、科学技術をテーマと

しました。課題解決のための科学技術イノベーションや、わくわくするような深海生命

圏の姿なども交えて最新の海洋科学技術を紹介します。

続く第2章から第4章は、「海洋環境の保全」（第2章）、「海洋の新産業」（第3章）、

「海洋の安全」（第4章）という構成とし、第3期海洋基本計画の策定を受けたわが国の

海洋環境の保全に関する取組み（第2章）のほか、70年ぶりの大幅な漁業制度改正（第

3章）や大きな被害をもたらした高潮（第4章）などの2018年の話題を中心に、国内外

の取組みを紹介しています。第2章では国際的に注目されているブルーエコノミーも取

り上げて、その展望を示しています。

今回の『海洋白書2019』では、前回に続き随所にコラム記事を掲載するとともに、よ

り分かりやすく視覚に訴えるため初めて「図解」を導入し、海洋モニタリングや海洋エ

ネルギー・資源の概観をイラストで示しました。さらに、第2部では海洋に関する日本

および世界のこの1年余の動きを追い、第3部では第1部および第2部で取り上げてい

る出来事・活動に関する資料を掲載しています。

人類共通の財産である美しく豊かな海を子孫に継承していくためには、さまざまなス

テークホルダー、すなわち、各国の中央・地方政府、国際機関だけでなく、市民社会、

ビジネス・民間セクター、科学・学術界などすべての人びとの参画・協働と、横断的な

取組みが求められています。本書が、国民の海洋に対する関心を喚起し、海洋を愛し、

海洋について考え、取り組む多くの人びとに最新の情報・知識と示唆を提供することが

できればこれに勝る喜びはありません。

2019年3月

笹川平和財団海洋政策研究所 所長 角 南 篤
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